
2025年4月24日、「第1回 大阪府地下占用物連絡会議」が開催されました。
本会議は、近年多発する道路陥没事故やインフラの老朽化に対応するため、 道路管理者（国・
高速道路会社・府・市町村）と、電気・ガス・上下水道・通信・鉄道などの占用事業者が一堂に
会し、地下空間に関する情報共有と連携体制を強化することを目的に設置されたものです。
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今回の会議では、道路施設の老朽化の実態や、
空洞調査の傾向、下水道の特別重点調査の進
捗、さらには陥没の早期検知・予防に向けた
新技術の導入可能性などが共有されました。

現在、道路の下には様々な施設が集中しており、その多くは高度
経済成長期に整備されたものです。これら地下埋設物の高齢化に
伴い、破損・漏水などが重なることで、空洞や陥没のリスクが
増しています。
特に都市部では、こうしたリスクが日常生活や交通機能に直結
するため、官民の垣根を越えた協議の場が必要とされてきました。

 約200の関係機関が参加し、意見交換を
通じて課題の方向性を共有しました。
今後は、調査結果や保守履歴などの情報を
突き合わせ、具体的なリスク箇所の洗い出し
や、 応急対応・補修方法などについて、
段階的に議論を深めていく予定です。

第2回会議は2025年7月に開催予定であり、
本格的な連携方針の形成に向けた次の
ステップとなります。

出所（下水道メンテナンス年報（令和５年度版））

埼玉県八潮市における下水道管の破損に
起因すると考えられる道路陥没
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